
SNS・オンラインを活用した活動支援 
～日高女性軽種馬ネットワーク（馬女ネット）の活動にあたって～

（広域推進　担い手） 
◆活動年次：令和６年度 
◆対　　象：日高女性軽種馬ネットワーク会員等 
 

１　課題の背景 

　日高女性軽種馬ネットワーク（通称：馬女ネット）は、軽種馬に携わる女性の組織である。
会員主体の組織運営、役員自ら企画立案を行う研修活動の充実が課題となっている。 

                

２　活動の経過 
（１）講演会の開催支援 
　令和７年１月の講演会は、役員の「JRA初の女性調教師を呼びたい」の声から、役員が自
ら講師となる方へ声かけし、開催へのきっかけを得た。道外在住の講師との連絡調整は、早く
からSNSやオンラインを活用して綿密に行い、意向に沿った開催を支援した（写真１，２）。 

（２）役員改選の円滑化 
　役員改選に向けて、「早めの声かけ」を助言し、役員の積極的な動き出しを促した。加えて
従業員の会員も増えつつあることから、役員体制協議の必要性も投げかけた。10月の研修会
以降、ＳＮＳ等を積極的に活用した声かけが行われた。 

 　

３　活動の成果 
　講演会に対する評価は高く（図１）、講師およびインタビュアーからも良い評価を得た（図
２）。　なお、役員改選では、新役員の半数が従業員となった。 

４　残された問題点 
　・従業員は時間の制約があるため、会議等による長時間の拘束は難しい。 

　・研修等の受け入れ先を決めるなどの企画決定に時間を要する 

 

５　今後の対応 

　・時間短縮に向けた役員会等の進行及び開催方法の検討（オンライン等活用） 

　・研修内容のシステム化及び効率化

写真２　 質疑応答のようす

写真１　 対談形式による講演 

（左：インタビュアー　 右：講師）

図１　 参加者からのアンケート結果 （ｎ=20）

 

 

 

 

 

図２　講師とインタビュアーからの感想

アンケートの言葉は、今後へ向け

ての励みと気力になりました

　大変ありがとうございました！ 

　これを機会に、引き続きお付き合い 

　出来ると嬉しいです

 ＳＮＳ・オンラインの活用 

１ ＳＮＳ 

　①講演会の日程調整 

　②発表資料や写真等の確認 

　③開催直前の各種打ち合わせ 

２ オンライン 

　①講師等との事前協議（顔合わせ）


